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12月７日（日）、第４回城里町マラソン大会が開催され、
小中学生をはじめ総勢931人が参加しました。
見事な青空に恵まれたこの日。ランナーたちは、白い
息を弾ませながら、常北中学校周辺のマラソンコース
を駆け抜けました。沿道からの「頑張れ～」「もう少
しでゴールだよ」といった声援に後押しされ、力走し、
心地よい汗を流しました。

（大会の結果は３頁に掲載）
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。町
民
の
皆
様
に
は
、

お
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
末
に
ア
メ
リ
カ
で
発
生

し
、
世
界
経
済
へ
波
及
し
た
金
融

恐
慌
は
、
日
本
経
済
に
大
き
な
打

撃
を
与
え
て
お
り
、
一
刻
も
早
い

政
府
の
対
応
を
望
む
も
の
で
あ
り

ま
す
。

さ
て
、
私
も
就
任
４
年
目
の
新

年
を
迎
え
、
こ
の
間
、
計
画
い
た

し
ま
し
た
新
町
建
設
の
ベ
ー
ス
と

な
る
国
道
１
２
３
号
バ
イ
パ
ス
の

用
地
買
収
を
は
じ
め
と
し
た
町
内

幹
線
道
路
の
整
備
、
小
松
小
学
校

体
育
館
建
設
、
七
会
地
区
の
上
水

道
の
整
備
、
公
共
下
水
道
・
農
業

集
落
排
水
事
業
の
整
備
な
ど
、
都

市
間
交
通
や
飲
用
水
の
確
保
、
居

住
環
境
と
農
村
環
境
の
整
備
改
善

に
予
算
の
許
す
範
囲
で
最
大
限
の

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

上
水
道
は
、
本
年
度
か
ら
供
用

を
開
始
し
、
下
水
道
に
つ
い
て
も

整
備
が
完
了
し
た
地
区
か
ら
順
次

供
用
開
始
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
石
塚
地
内
の

国
道
１
２
３
号
バ
イ
パ
ス
整
備

も
、
県
道
日
立
・
笠
間
線
の
整
備

と
あ
わ
せ
、
早
期
完
成
に
向
け
関

係
者
の
ご
協
力
の
下
、
県
と
一
体

と
な
り
整
備
に
努
め
て
お
り
、
１

日
も
早
い
整
備
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
住
民
の
安
心
と
安
全

を
掌
る
常
設
消
防
の
拠
点
で
あ
る

城
里
消
防
署
所
の
建
設
稼
動
に
よ

り
、
多
く
の
救
急
患
者
や
火
災
等

へ
の
速
や
か
な
対
応
が
実
現
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
近
隣
市
町

に
先
駆
け
て
整
備
し
た
「
ふ
れ
あ

い
タ
ク
シ
ー
」（
デ
マ
ン
ド
交
通
）

は
日
々
利
用
者
が
増
え
、
昨
年
10

月
現
在
１
日
あ
た
り
70
人
前
後
の

方
が
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

さ
ら
に
多
く
の
住
民
の
身
近
な
足

と
し
て
愛
さ
れ
定
着
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。ご

承
知
の
よ
う
に
、
財
政
事
情

が
厳
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
合
併
の
効
果
を
住
民
生
活
レ

ベ
ル
で
実
現
す
る
た
め
、
生
活
に

密
着
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

と
、
計
画
的
な
町
債
（
借
金
）
の

償
還
に
予
算
編
成
の
方
針
を
据
え

対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ

の
結
果
事
務
事
業
の
実
現
と
あ
わ

せ
新
町
の
一
体
感
が
少
し
ず
つ
醸

成
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
年
は
、
町
の
限
り
あ
る
予
算

の
中
で
、
国
道
１
２
３
号
バ
イ
パ

ス
や
上
下
水
道
の
整
備
、
常
北
中

学
校
の
改
築
な
ど
次
代
に
引
き
継

ぐ
公
共
施
設
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
町
債
の
計
画
的
な
返
済
に
よ

り
財
政
の
健
全
化
に
努
め
、
城
里

町
の
活
性
化
を
図
る
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
想
を
作
成
し
、
農
業
・

商
業
な
ど
地
域
産
業
と
密
着
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
所
存
で

あ
り
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
所
信
の
一
端
を

述
べ
、
町
民
の
皆
様
の
な
お
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
す
が
す
が
し
い
新

年
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
議
長
に
就
任
し

て
ま
も
な
く
１
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
間
、
議
員
各
位
の
ご
協
力
を

得
な
が
ら
、
町
政
の
進
展
と
円
滑

な
議
会
運
営
に
微
力
を
さ
さ
げ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
民
各

位
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
温
か
い

ご
支
援
、ご
厚
情
に
対
し
ま
し
て
、

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
際
社
会
に
目
を
向
け

る
と
、北
朝
鮮
の
核
・
拉
致
問
題
、

中
東
地
方
の
不
安
定
な
治
安
問

題
、
地
球
規
模
で
の
温
暖
化
に
加

え
、
環
境
汚
染
、
原
油
高
な
ど
多

く
の
難
問
題
を
抱
え
、
世
界
の
情

勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お

り
ま
す
。

一
方
国
内
で
も
、
少
子
高
齢
化

問
題
が
加
速
し
、
地
方
の
景
気
回

復
が
一
向
に
見
え
な
い
中
、
食
料

品
の
産
地
偽
装
問
題
、
事
故
米
・

汚
染
米
問
題
、
ま
た
、
幼
児
の
事

件
事
故
等
々
国
内
外
と
も
誠
に
騒

が
し
く
厳
し
い
年
で
あ
り
ま
し

た
。そ

う
い
っ
た
中
で
、
城
里
町
に

お
い
て
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

財
政
状
況
に
お
か
れ
て
お
り
ま
す

が
、
国
道
１
２
３
号
バ
イ
パ
ス
整

備
、水
道
未
普
及
地
域
解
消
事
業
、

下
水
道
事
業
等
々
が
順
調
に
進
行

し
て
お
り
、
町
の
将
来
像
で
あ
る

「
人
と
自
然
が
響
き
あ
い
　
と
も

に
輝
く
住
み
よ
い
ま
ち
」
に
邁ま

い

進し
ん

し
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
喜

ば
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

近
年
の
地
方
議
会
は
、
議
会
基

本
条
例
の
制
定
な
ど
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
議
会
の
動
き
が
住
民
に

理
解
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
た

め
、「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指

す
動
き
が
顕
著
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
議
員
は
、
町
民
の
皆
様

の
代
表
で
あ
る
こ
と
を
強
く
自
覚

し
、
負
託
に
応
え
る
べ
く
日
々
研け

ん

鑽さ
ん

に
努
め
、
議
会
改
革
を
通
じ
て

分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
議
会
運

営
を
念
頭
に
お
き
、
ま
ち
づ
く
り

の
目
標
達
成
に
向
け
、
適
切
な
議

案
審
議
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
特
段
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
町
民
の
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
今
年
１
年
が
良
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

城里町議会議長　鯉渕　秀雄 城里町長　金長　義郎
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叙
勲
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

長
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
２

人
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
「
高
齢
者
叙
勲
」、「
死
亡
叙
勲
」

で
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

大
畠
　
秀
夫
さ
ん
（
阿
波
山
）

桂
村
助
役

（
昭
和
51
年
よ
り
４
期
16
年
間
）

故
・
杉
山
　
榮
さ
ん
（
上
入
野
）

常
北
町
助
役

（
昭
和
54
年
よ
り
３
期
12
年
間
）

中
学
生
の
税
に
関
す
る

標
語
・
作
文
表
彰
式

租
税
教
育
の
一
環
と
し
て
国

税
局
が
主
催
す
る
「
税
に
関
す

る
中
学
生
の
標
語
・
作
文
」
の

表
彰
式
が
、
12
月
３
日

に
常

北
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
か
ら
の
応
募
総
数
は
、
標
語

３
４
５
作
品
、
作
文
１
０
０
作

品
で
し
た
。
受
賞
し
た
作
品
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
標
語
の
部

・
城
里
町
長
賞

納
め
よ
う
税
は
み
ん
な
を
守
る
も
の

秋
山
美
咲
（
桂
　
中
３
年
）

一
人
ず
つ
意
識
を
持
と
う
税
の
こ
と

仲
田
大
輔
（
七
会
中
３
年
）

・
城
里
町
教
育
長
賞

税
金
に
夢
も
未
来
も
託
し
て
る

川
崎
大
樹
（
常
北
中
３
年
）

支
え
合
う
明
る
い
社
会
み
ん
な
の
税

家
田
哲
成
（
桂
　
中
１
年
）

・
水
戸
税
務
署
長
賞

将
来
は
あ
な
た
の
税
に
託
さ
れ
る

渡
邊
裕
稀
（
常
北
中
３
年
）

税
金
を
学
ん
で
わ
か
る
大
切
さ

北
村
佑
允
（
桂
　
中
３
年
）

未
来
へ
の
あ
な
た
の
気
持
ち
税
と
し
て

小
滝
絵
梨
（
七
会
中
３
年
）

・
水
戸
国
税
モ
ニ
タ
ー
会
長
賞

納
税
で
豊
か
な
暮
ら
し
良
い
社
会

樫
村
昌
哉
（
常
北
中
１
年
）

日
本
中
僕
ら
の
税
が
生
き
て
い
る

角
田
　
栞
（
桂
　
中
３
年
）

▼
作
文
の
部

・
茨
城
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

「
税
の
大
切
さ
」

仲
山
あ
ゆ
み
（
桂
　
中
３
年
）

・
水
戸
税
務
署
長
賞

「
税
の
無
駄
遣
い
を
減
ら
す
た
め
に
」
堀
邉
拓
哉
（
桂
　
中
３
年
）

・
水
戸
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞

「
税
金
と
く
ら
し
」

飯
田
千
穂
（
常
北
中
２
年
）

「
税
に
つ
い
て
」

飯
村
結
花
（
七
会
中
３
年
）

マ
ラ
ソ
ン
大
会

12
月
７
日

、
常
北
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

及
び
周
辺
道
路
に
お
い
て
、
第
４
回
城
里
町

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
９
３

１
人
の
ラ
ン
ナ
ー

が
参
加
し
、
３
コ

ー
ス
・
17
部
門
で

健
脚
を
競
い
ま
し

た
。各

部
門
の
上
位

入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

11
月
28
日

に
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
第
27
回
茨

城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
」に
お
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
地
域

の
福
祉
向
上
の
た
め
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
る
10
人
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
方
が
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰

加
瀬
　
　
勤
さ
ん
（
石
　
塚
）

片
根
　
公
子
さ
ん
（
石
　
塚
）

細
谷
　
敬
子
さ
ん
（
上
青
山
）

所
　
　
好
夫
さ
ん
（
下
青
山
）

鯉
渕
　
善
子
さ
ん
（
上
古
内
）

高
野
　

さ
ん
（
下
古
内
）

大
越
　
正
子
さ
ん
（
上
　
圷
）

三
村
　
壽
子
さ
ん
（
高
　
久
）

小
林
　
通
代
さ
ん
（
岩
　
船
）

関
口
惠
美
子
さ
ん
（
御
前
山
）

杉山 ふささん 大畠 秀夫さん

順　位 第　　１　　位 第　　２　　位 第　　３　　位部門別
学年等 性別 氏　　　名 学校名 氏　　　名 学校名 氏　　　名 学校名
小学１年 男　子 正　木　稼　真 青 山 小 石　井　　　諒 青 山 小 仙　田　悠　喜 岩 船 小

タイム ３分４９秒 ３分５０秒 ４分０６秒
（１ｋｍ） 女　子 小坂部　媛　乃 青 山 小 安　嶋　雪　花 七会東小 小　島　朋　子 石 塚 小

タイム ４分１９秒 ４分２０秒 ４分２１秒
小学２年 男　子 鈴　木　聡　馬 圷 　 小 小　澤　豪　希 古 内 小 齋　藤　聖　那 岩 船 小

タイム ３分３６秒 ３分３６秒 ３分４５秒
（１ｋｍ） 女　子 金　　　希　美 岩 船 小 川　又　愛　虹 石 塚 小 沢　木　麻　海 沢 山 小

タイム ３分５６秒 ４分０１秒 ４分０２秒

小学３年 男　子 石　井　大　輝 青 山 小 田　� 誠　也 石 塚 小 園　部　貴　之 小 松 小
タイム ７分２０秒 ７分３２秒 ７分３４秒

（２ｋｍ） 女　子 塙　　　有　稀 石 塚 小 赤　堀　桃　子 石 塚 小 今　瀬　和　奈 小 松 小
タイム ７分０２秒 ７分２６秒 ７分５８秒

小学４年 男　子 照　山　大　樹 石 塚 小 江　畠　蓮　樹 岩 船 小 大　森　航　汰 小 松 小
タイム ７分１８秒 ７分２０秒 ７分２１秒

（２ｋｍ） 女　子 石　崎　媛　香 沢 山 小 山　� 美　空 小 松 小 大　津　七　緒 青 山 小
タイム ７分２０秒 ７分２７秒 ７分３８秒

小学５年 男　子 角　田　望　実 石 塚 小 丹　下　雅　也 石 塚 小 遠　藤　　　巧 石 塚 小
タイム ６分４９秒 ６分５０秒 ７分０４秒

（２ｋｍ） 女　子 加藤木　真　悠 北 方 小 生田目　有　梨 七会東小 卜　部　舞　花 七会東小
タイム ７分０５秒 ７分０７秒 ７分１０秒

小学６年 男　子 岩　佐　将　希 岩 船 小 塩　沢　大　輝 七会西小 安　嶋　大　貴 七会東小
タイム ６分４７秒 ６分５４秒 ６分５６秒

（２ｋｍ） 女　子 石　崎　雛　子 沢 山 小 上　野　あかね 石 塚 小 綿　引　沙耶香 石 塚 小
タイム ６分５６秒 ６分５９秒 ７分０４秒

中 学 生 男　子 三　村　　　翼 桂 　 中 稲　箸　一　樹 常 北 中 大和田　直　人 桂 　 中
タイム １０分００秒 １０分３１秒 １０分３３秒

（３ｋｍ） 女　子 須　佐　英利奈 桂 　 中 小　松　美冴紀 桂 　 中 加藤木　彩　香 桂 　 中
タイム １１分１２秒 １１分２２秒 １１分２８秒
男　子 大　山　　　諭 水 戸 市 小　林　　　光 城 里 町 原　　　凌 城 里 町

一　　般 タイム １０分０５秒 １１分３５秒 １１分４０秒
女　子 永　山　晴　美 城 里 町 蝶　野　清　美 城 里 町 平　塚　京　子 城 里 町

（３ｋｍ） タイム １４分４２秒 １４分５７秒 １６分１３秒
壮　年 後　藤　武　弘 那 珂 市 古　滝　初　男 城 里 町 千　葉　　　司 城 里 町
タイム １１分５７秒 １２分０２秒 １２分１７秒



「
家
庭
の
日
」図
画
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

青
少
年
育
成
城
里
町
民
会
議
主
催

に
よ
る
平
成
20
年
度
「
家
庭
の
日
」

図
画
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

が
、
11
月
30
日

、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
城
里
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
「
家
庭
の
日
」
図
画
・
作

文
の
募
集
は
、
よ
り
良
い
家
庭
づ
く

り
、
人
間
づ
く
り
を
目
指
し
、
子
ど

も
の
目
か
ら
見
た
家
庭
生
活
を
題
材

と
し
て
６
月
に
募
集
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

５
９
５
点
（
図
画
の
部
・
小
学
校
４
４
５
点
、
作
文
の
部
・

中
学
校
１
５
０
点
）
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
審
査
で
優
秀
作

品
が
選
ば
れ
、
青
木
会
長
か
ら
受
賞
者
に
賞
状
と
記
念
品
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
図
画
の
部

○
最
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
引
田
萌
詠
（
古
内
小
１
年
）

石
川
愛
理
（
圷
　
小
２
年
）
／
加
倉
井
花
映
（
古
内
小
３
年
）

田
村
優
香
（
石
塚
小
４
年
）
／
大
畠
　
響
（
青
山
小
５
年
）

大
越
彩
世
（
圷
　
小
６
年
）

○
優
秀
賞
一
席
　
　
　
　
　
　
　
鯉
渕
翔
人
（
圷
　
小
１
年
）

松

一
馬
（
小
松
小
２
年
）
／
所
　
香
里
（
圷
　
小
３
年
）

塩
谷
晴
香
（
小
松
小
４
年
）
／
稲
川
　
練
（
圷
　
小
５
年
）

中
村
早
紀
（
石
塚
小
６
年
）

○
優
秀
賞
二
席
　
　
　
　
　
　
　
杉
山
朋
美
（
北
方
小
１
年
）

高
羽
優
羽
（
石
塚
小
２
年
）
／
横
山
公
人
（
岩
船
小
３
年
）

飯
村
里
花
（
七
会
西
小
３
年
）
／
君
嶋
　
錬
（
沢
山
小
４
年
）

佐
竹
弘
彬
（
沢
山
小
５
年
）
／
駒
井
真
子
（
七
会
東
小
６
年
）

▼
作
文
の
部

○
最
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
優
里
（
七
会
中
１
年
）

小
島
　
永
（
常
北
中
２
年
）
／
高
瀬
浩
美
（
桂
　
中
３
年
）

○
優
秀
賞
一
席
　
　
　
　
　
　
　
石
崎
瑠
汰
（
桂
　
中
１
年
）

加
藤
木
祐
紀
（
桂
　
中
２
年
）
／
檜
山
加
奈
（
常
北
中
３
年
）

○
優
秀
賞
二
席
　
　
　
　
　
　
　
薗
部
直
紀
（
常
北
中
１
年
）

飯
田
涼
介
（
常
北
中
２
年
）
／
所
　
　
純
（
常
北
中
３
年
）

母
子
愛
育
会
ク
リ
ス
マ
ス
会

12
月
３
日

、
常
北
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
町
母
子
愛

育
会
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
行
わ
れ
、
50
組
の
親
子
が
参
加
し

ま
し
た
。
ヒ
バ
を
使
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
作
り
が
行

わ
れ
、
親
子
で
仲
良
く
飾
り
付
け
を
し
ま
し
た
。

ツ
リ
ー
が
完
成
し
、
お

は
な
し
会
が
終
わ
る
と
、

い
よ
い
よ
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
が
登
場
。
サ
ン
タ
さ
ん

か
ら
１
人
ひ
と
り
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
手
渡
さ
れ
る
と
、

子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か

せ
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

大
洗
あ
ん
こ
う
祭
で

城
里
町
を
Ｐ
Ｒ

11
月
23
日

に
行
わ
れ
た
「
大
洗
あ
ん
こ
う
祭
」

に
赤
津
副
町
長
が
参
加
し
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
町

の
特
産
品
「
レ
ッ
ド
ポ
ア
ロ
ー
（
赤
ネ
ギ
）」
と
温

泉
施
設
「
ホ
ロ
ル
の
湯
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

こ
の
「
レ
ッ
ド
ポ
ア
ロ
ー
」
の
栽
培
は
、
今
が

最
盛
期
で
２
月
頃
ま
で
出
荷
さ
れ
ま
す
。
や
わ
ら

か
く
、
独
特
の
風
味
が
好
評
で
、
鍋
料
理
と
の
相

性
も
よ
い
町
の
特
産
品
で
す
。

ま
た
、
日
帰
り
で
ゆ
っ
た

り
と
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
の
で
き

る
「
ホ
ロ
ル
の
湯
」
は
、
こ

れ
か
ら
の
時
期
、
体
の
芯
ま

で
温
ま
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
一
度
、
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
ス
ク
ー
ル：

星
空
観
察
会

12
月
６
日

、
ふ
れ
あ
い

の
里
「
天
文
台
」
で
星
空
観

察
会
が
行
わ
れ
、
町
内
の
児

童
と
保
護
者
29
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
ふ
れ

あ
い
の
里
天
文
同
好
会
会
員

手
製
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を

使
っ
た
星
座
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
天
体
望

遠
鏡
･
ガ
リ
レ
オ
望
遠
鏡
で
月
面
を
観
察
し
ま
し

た
。
ガ
リ
レ
オ
望
遠
鏡
を
の
ぞ
く
と
月
面
の
ク
レ

ー
タ
ー
が
は
っ
き
り
と
見
え
、
参
加
者
は
歓
声
を

あ
げ
て
い
ま
し
た
。

仲
郷
明
友
会

「
全
国
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
」
受
賞

11
月
18
日

・
19
日

の
２
日
間
に
わ
た
り
長
崎
県
で

第
37
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
上
入
野
地

区
の
老
人
ク
ラ
ブ
、
仲
郷
明
友
会
（
園
部
豊
三
会
長
）
が

「
全
国
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
発
展
と

高
齢
者
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
老
人

ク
ラ
ブ
の
活
動
を
紹
介
し
た
り
、
積
極
的
な
取
り
組
み
に

よ
り
功
績
の
あ
っ
た
老
人
ク
ラ
ブ
に
対
し
表
彰
を
行
う
な

ど
し
て
い
ま
す
。

仲
郷
明
友
会
は
地
元
の
小
松
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
と
、「
ホ
タ
ル
観
察
会
」

や
「
山
百
合
鑑
賞
会
」、
お
り
が
み
・

竹
ト
ン
ボ
・
ベ
ー
ゴ
マ
な
ど
の
昔
遊
び

を
教
え
る
「
名
人
集
会
」
な
ど
の
ふ
れ

あ
い
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、

そ
れ
ら
次
世
代
育
成
事
業
へ
の
取
組
み

が
評
価
さ
れ
、
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

4広報しろさと 2009年1月

城里町をPRする赤津副町長
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い
〜
も
の
配
っ
て
交
通
安
全

年
末
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動
の
一
環
と
し
て
、
11
月
26
日

、
石
塚
十
文
字
交
差
点
で
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

笠
間
警
察
署
や
交
通
安
全
協
会
城
里
支
部
、
町
交
通
安
全
対
策

協
議
会
、
交
通
安
全
母
の
会
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
、「
い
〜
も
の
（
良
い
も
の
・
芋
）

配
っ
て
交
通
安
全
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

に
、
通
過
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
事
故

防
止
を
よ
び
か
け
る
チ
ラ
シ
と
サ
ト
イ
モ

を
配
り
ま
し
た
。
今
回
の
運
動
の
重
点
は

「
飲
酒
運
転
根
絶
」。
お
酒
を
飲
む
機
会
が

増
え
る
季
節
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
飲
酒
運

転
は
絶
対
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

第
４
回
城
里
町
将
棋
大
会

第
４
回
城
里
町
民
ま
つ
り
「
将
棋
大
会
」（
日
本
将
棋
連
盟
城

里
支
部
主
催
）
が
、
11
月
23
日

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城

里
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
近
隣
の
将
棋
愛
好
家
81
人

が
参
加
し
、
３
つ
の
ク
ラ
ス
と
小
学
生

の
部
に
分
か
れ
、
各
々
の
腕
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
野
八
一
雄
六
段
に
よ
る
無

料
指
導
対
局
も
実
施
さ
れ
、
プ
ロ
棋
士

と
の
真
剣
勝
負
と
い
う
貴
重
な
体
験
に

児
童
た
ち
は
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

結
果
は

以
下
の
と

お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

「
公
民
館
美
術
展
」
開
催

平
成
20
年
度
公
民
館
美
術
展
が
11
月
に
各
公
民
館
で
開
催

さ
れ
、
幼
・
保
・
小
・
中
学
校
の
作
品
、
ま
た
公
民
館
講
座

や
文
化
協
会
各
部
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
よ
り

作
品
の
種
類
も
増
え
、
力
作
が
そ
ろ
い
、
訪
れ
た
方
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

石
塚
ビ
ッ
ク
ス
優
勝

11
月
30
日

、
笠
間
市
民

球
場
ほ
か
４
か

所
で
稲
田
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
親
善
交
流
会

が
行
わ
れ
、
石

塚
ビ
ッ
ク
ス
野

球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

古
内
ミ
ニ
バ
ス
少
年
団
　
県
ミ
ニ
バ
ス

選
手
権
中
央
地
区
大
会
で
健
闘

古
内
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
が
茨
城
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
の
予
選
と
な
る
中
央
東
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
秋
季
大
会
を
勝
ち
抜
き

中
央
地
区

大
会
に
出

場
し
ま
し

た
。
中
央

地
区
大
会

で
は
２
回

戦
ま
で
勝

ち
進
み
健

闘
し
ま
し

た
。

城
里
町
生
涯
学
習
講
演
会

ヨ
ネ
ス
ケ（
桂
米
助
）氏
が
講
演

城
里
町
生
涯
学
習
推
進
本
部
主
催

に
よ
る
講
演
会
が
、
11
月
30
日

、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
、
落
語
家
・
タ
レ
ン
ト
の

ヨ
ネ
ス
ケ
さ
ん
を
お
迎
え
し
、「『
隣
の
晩
ご
飯
』
に
見
る
家

族
の
き
ず
な
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
は
、
生
涯
学
習
推
進
事
業
の
一
環
で
行
っ
て

お
り
、
今
回
は
約
５
０
０
人
の
方
が
会
場
に
足
を
運
ば
れ
ま

し
た
。

ヨ
ネ
ス
ケ
さ
ん
は
、
テ
レ
ビ
番
組
の
取
材
を
通
し
て
全
国

の
家
庭
を
訪
問
し
た
経
験
談
や
、
そ
の
中
で
見
た
食
育
文
化

な
ど
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
話
し
、
会
場
内
を
笑
い
と
感
動

で
一
杯
に
し
ま
し
た
。
最
後
に
「
突
撃
隣
の
晩
ご
は
ん
で
お

宅
に
お
じ
ゃ
ま
す
る
時
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

お
話
し
て
い
ま
し
た
。

常北公民館

桂公民館

七会公民館

古内ミニバスケットボールスポーツ少年団

クラス別 Ａクラス Ｂクラス Ｃクラス 小学生の部

優　勝 岡澤　良浩 山田　嘉隆 小林　幸男 大東　　純
（水 戸 市）（石 岡 市）（石　　塚）（五 軒 小）

準優勝 藤崎　正輝 佐藤　貞夫 江口　東波 原　　　峻
（ひたちなか市）（常陸太田市）（ 阿 波 山）（石 塚 小）

久野　　浩 田口　　操 久貝　隆男 高田　一範

第三位
（常陸太宮市）（ 下 古 内）（上 入 野）（小 松 小）

中田　孝一 小沼　貞男 石井　幹雄
（大 洗 町）（笠 間 市）（上 入 野）
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平成21年2月26日に任期満了となる城里町長選挙、並びに議員辞職
による欠員に伴う城里町議会議員補欠選挙（選挙すべき人数１人）が
２月３日（火）告示され、下記の日程で行われます。これらの選挙は、
最も身近な代表者を選ぶ大切な選挙です。皆さんの一票を無駄にする
ことのないよう必ず投票しましょう。

【投 票 日】平成21年２月８日（日） 【投票時間】午前７時～午後６時

【投票場所】町内13ヶ所の投票所

※投票所は事前にお送りする入場整理券に記載されています。

◆投票日当日、仕事や外出などの理由で投票できない方は、期日前投票をご利用ください。
【期日前投票日時】 平成21年２月４日（水）～７日（土）午前８時30分～午後８時
【期日前投票場所】 コミュニティセンター城里・桂支所・七会支所

◆立候補予定者説明会
立候補を予定されている方は、説明会に必ずご出席ください。
【日　時】平成21年１月14日（水） ［町長］午前10時～　［議員］午後２時～
【場　所】コミュニティセンター城里　サークル室Ａ
※立候補手引き代1,000円をご持参ください。

◆開票について
【開票日時／場所】 平成21年２月８日（日）午後７時30分から／コミュニティセンター城里

開票状況については広報無線及び町のホームページ（http://www.town.shirosato.ibaraki.jp/）
で随時お知らせします。
なお、広報無線は午後９時まで、町ホームページは開票終了までお知らせします。

投 票 区 投　　票　　所 投 票 区 投　　票　　所

第１投票区 コミュニティセンター城里 第８投票区 北方営農研修センター

第２投票区 石塚小学校特別教室 第９投票区 岩船地区公民館

第３投票区 那珂西二区農村集落センター 第10投票区 阿波山集落センター

第４投票区 小松小学校体育館 第11投票区 沢山小学校体育館

第５投票区 青山小学校体育館 第12投票区 七会体育館

第６投票区 下古内第一区集落センター 第13投票区 塩子新農村集落センター

第７投票区 圷地区公民館

【問合せ】 城里町選挙管理委員会（総務課内） 029－288－3111（内線247）
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「城里町学校再編について」の答申がされました

１．再編の基本的考え方
●学校再編により、複式学級の解消を図り学校規模の適正化を推進する。

２．適正配置の考え方
●旧町村を跨らないことを原則とする。
●既存の施設を活用した再編を基本とする。
●長期的には児童数の推移を勘案し再再編も視野に置く。

３．適正規模の考え方
●全ての小学校が６学級以上，１学年１学級以上の規模を当面の基準とする。

４．適正な学校数の考え方

●答申内容の基本方針

（１）再編にあたっては、地域の十分な理解が得られるような方策を採ること。
（２）児童の通学については、安全・安心・利便性等を十分に考慮し、万全な方策をもって対処すること。
（３）跡地（校舎、施設等）の活用については、地域の要望にも配慮し、効果的な対応が図られるよう対

処すること。
（４）再編にあたっては、給食センターの効率的運用に努めること。

●学校再編に関する条件整備

「城里町学校再編について」の答申がされました

平成19年7月11日に町長からの諮問を受け、町内の小学

校再編について慎重審議を重ねてきた城里町学校再編検

討協議会が、再編についての基本方針をとりまとめ、10

月６日、金長町長に以下のとおり答申しました。答申を

受け、町では小学校再編実施計画を策定します。

金長町長に答申書を渡す青木会長

【問合せ】 教育委員会事務局　学校教育グループ　 029－288－7010

２校に ２校に １校に

常北地区

石塚小・小松小・青山小・古内小
の４校を

桂 地 区

圷小・岩船小・北方小・沢山小
の４校を

七会地区

七会東小・七会西小
の２校を

再

編

前

再

編

後
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広　告

心
の
病
気
に
関
す
る
こ
と
や
社

会
復
帰
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
・

施
設
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
悩
み
を
抱
え
る
人
や
そ
の
ご

家
族
を
対
象
に
、
こ
こ
ろ
の
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
に
は
精
神
保
健
福
祉
士
・

保
健
師
が
応
じ
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

※
左
記
に
示
す
日
時
で
は
都
合
が

つ
か
な
い
方
に
対
し
て
も
、
可

能
な
範
囲
で
日
程
調
整
し
て
応

じ
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
　
時

１
月
27
日

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

（
相
談
時
間
は
１
時
間
程
度
）

場
　
所

常
北
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法

事
前
に
左
記
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

水
戸
赤
十
字
病
院
の
作
業
療
法

士
を
講
師
に
迎
え
、
肩
こ
り
予
防

教
室
を
行
い
ま
す
。
参
加
を
ご
希

望
の
方
は
事
前
に
左
記
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
　
時

３
月
６
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
　
所

常
北
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象

町
内
に
在
住
の
方

城
北
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、
第

３
日
曜
日
に
家
庭
ご
み
の
搬
入
を

受
け
付
け
ま
す
。搬
入
す
る
際
は
、

燃
や
せ
る
ご
み
・
不
燃
ご
み
・
資

源
ご
み
・
粗
大
ご
み
に
分
別
し
て

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

受
入
日
時

毎
月
第
３
日
曜
日

午
前
８
時
〜
午
後
４
時

対
　
象

家
庭
ご
み
（
許
可
業
者

の
搬
入
は
除
く
）

町
税
（
町
県
民
税
・
法
人
町
民

税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車

税
）
は
、
地
方
税
法
に
基
づ
き
納

毎
月
第
３
日
曜
日
に
家
庭
ご

み
の
搬
入
を
受
け
付
け
ま
す

税
義
務
者
に
課
さ
れ
た
税
金
で

す
。町

で
は
、
納
税
義
務
者
が
納
付

す
る
の
に
支
障
が
な
い
よ
う
期
限

を
分
割
し
納
付
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

税
の
納
付
は
、
納
税
義
務
者
の

公
平
性
を
保
持
す
る
た
め
、
納
期

限
内
に
納
付
さ
れ
な
い
方
に
は
、

督
促
状
・
催
告
状
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
納
付
さ
れ
な
い

方
に
対
し
て
は
、
給
与
・
預
貯

金
・
不
動
産
等
の
差
押
等
、
地
方

税
法
に
基
づ
き
厳
し
い
処
分
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
町
税
は
必

ず
納
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
特
別
な
事
情
に
よ
り
期

限
内
に
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、

左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

で
す
。
昭
和
24
年
に
法
隆
寺
の
金

堂
が
火
災
と
な
っ
た
こ
と
を
契
機

と
し
て
、
文
化
財
を
守
り
継
承
し

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
認
識

し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
再
び
繰

り
返
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
文
化
庁

及
び
消
防
庁
は
、
昭
和
30
年
か
ら

毎
年
１
月
26
日
を
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
と
し
て
定
め
、
全
国
的
に

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
運
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

貴
重
な
文
化
財
は
、
私
た
ち
の

共
有
財
産
で
あ
り
、
文
化
財
を
守

る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
大
切
な
役

割
で
も
あ
り
ま
す
。
文
化
財
周
辺

で
の
た
き
火
や
喫
煙
は
し
な
い
よ

う
に
、
ま
た
、
文
化
財
周
辺
に
は

ご
み
や
紙
く
ず
な
ど
を
捨
て
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
身
近
に

あ
る
文
化
財
の
保
存
・
保
護
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。放

送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
に
よ
る
授
業
と
面
接
授
業
を
受

け
て
単
位
を
修
得
す
る
通
信
制
の

大
学
で
す
。
教
養
学
部
と
大
学
院

が
あ
り
、
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ

ん
。
資
料
請
求
は
無
料
で
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
願
期
限

２
月
28
日

問
合
せ

保
険
課
（
内
線
３
７
２
）

０
２
９
―
２
８
８
―
３
１
１
１

問
合
せ

税
務
課
（
内
線
１
２
２
）

０
２
９
―
２
８
８
―
３
１
１
１

問
合
せ

教
育
委
員
会
事
務
局

０
２
９
―
２
８
８
―
３
１
３
５

資
料
請
求
・
問
合
せ

放
送
大
学
茨
城
学
習
セ
ン
タ
ー

（
〒
３
１
０
―
０
０
５
６
　
水

戸
市
文
京
２
―
１
―
１
）

０
２
９
―
２
２
８
―
０
６
８
３

問
合
せ

城
北
環
境
セ
ン
タ
ー

０
２
９
―
２
８
８
―
５
５
２
５

申
込
先
・
問
合
せ

健
康
福
祉
課

０
２
９
―
２
４
０
―
６
５
５
０

こ
こ
ろ
の
相
談
会
の
ご
案
内

町
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

肩
こ
り
予
防
教
室
の
ご
案
内

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集
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お
医
者
さ
ん
か
ら
処
方
さ
れ
る

薬
に
は
、
同
じ
成
分
・
同
じ
効
き

目
で
価
格
の
「
高
い
薬
」「
安
い

薬
」
が
あ
り
ま
す
。
高
い
方
の
薬

は
、「
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）」
と

呼
ば
れ
る
の
に
対
し
、
安
い
方
の

薬
は
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

（
後
発
医
薬
品
）」と
呼
ば
れ
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

と
は
ど
ん
な
薬
？

「
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）」
と

し
て
最
初
に
発
売
さ
れ
た
薬
は
特

許
に
守
ら
れ
、
開
発
し
た
メ
ー
カ

ー
が
独
占
的
に
そ
の
薬
を
製
造
販

売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
20
〜
25
年
の
特
許
期
間
が
過

ぎ
る
と
、
他
の
会
社
も
新
薬
と
同

様
の
成
分
・
効
果
の
薬
の
製
造
販

売
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
新
薬
の
特

許
が
切
れ
た
あ
と
に
後
発
で
製
造

販
売
さ
れ
医
療
機
関
で
処
方
さ
れ

る
医
療
用
医
薬
品
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

安
全
性
・
効
き
目
は
？

品
質
・
有
効
性
・
安
全
性
は
厚

生
労
働
省
が
承
認
し
て
い
ま
す
。

新
薬
と
同
レ
ベ
ル
の
品
質
、
有
効

性
、
安
全
性
が
確
保
さ
れ
、
治
療

学
的
に
も
同
レ
ベ
ル
で
あ
る
と
厚

生
労
働
省
か
ら
承
認
さ
れ
た
薬
だ

け
が
流
通
し
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

使
用
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

製
品
化
ま
で
に
比
較
的
時
間
も

費
用
も
少
な
く
て
済
む
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
は
、
価
格
も
新
薬
の

２
割
〜
８
割
程
度
と
安
価
で
す
。

高
脂
血
症
（
脂
質
異
常
症
）
や

高
血
圧
、
糖
尿
病
と
い
っ
た
生
活

習
慣
病
な
ど
は
、
そ
の
治
療
に
長

期
的
な
服
薬
が
必
要
な
慢
性
疾
患

で
す
。
患
者
さ
ん
の
薬
代
の
自
己

負
担
は
積
み
重
な
れ
ば
大
き
な
負

担
に
な
り
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
移
行
す
る
こ
と
は
、
個

人
の
薬
代
の
負
担
が
軽
減
で
き
、

家
計
の
助
け
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

膨
ら
み
続
け
る
日
本
の
医
療
費
の

抑
制
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
す
れ
ば
処
方
し
て

も
ら
え
ま
す
か
？

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用

す
る
に
は
、
医
師
の
処
方
が
必
要

で
す
の
で
、
ま
ず
は
掛
か
り
つ
け

医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

い
く
ら
後
発
医
薬
品
と
い
っ
て

も
、
長
く
飲
み
な
れ
た
新
薬
を
一

気
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変

更
す
る
の
は
少
し
不
安
が
残
る
と

い
う
場
合
は
、
長
期
に
わ
た
る
処

方
の
薬
を
、
と
り
あ
え
ず
１
週
間

分
の
処
方
に
し
て
様
子
を
見
る
と

い
っ
た
「
お
試
し
調
剤
」
を
受
け

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切

り
替
え
は
、
ご
本
人
の
意
思
を
第

一
に
優
先
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
に
よ
り
切
り
替
え
を
強
要
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
師
や

薬
剤
師
と
相
談
し
て
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

国
保
七
会
診
療
所

白
土
　
綾
佳

健
康
食
品
に
つ
い
て

外
来
の
患
者
さ
ん
に
「
こ
の
健

康
食
品
は
効
き
ま
す
か
？
」
と
聞

か
れ
て
、
正
直
困
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。「
わ
か
り
ま
せ

ん
」
と
答
え
ざ
る
を
え
な
い
こ
と

が
あ
る
か
ら
で
す
。

そ
の
理
由
の
１
番
目
は
、
健
康

食
品
の
種
類
の
多
さ
に
あ
り
ま

す
。
毎
日
、
数
多
く
の
健
康
食
品

が
発
売
さ
れ
て
は
消
え
て
い
く
の

で
、
そ
れ
ら
を
全
て
把
握
す
る
の

は
不
可
能
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ

う
。２

番
目
の
理
由
は
、
健
康
食
品

は
医
薬
品
と
違
い
、
必
ず
し
も
Ｅ

Ｂ
Ｍ
（
根
拠
に
基
づ
い
た
医
療
）

に
基
づ
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

医
薬
品
と
い
う
の
は
、
必
ず
そ

の
薬
を
使
っ
た
人
た
ち
は
使
わ
な

か
っ
た
人
た
ち
よ
り
も
効
果
が
あ

る
と
い
う
証
拠
が
数
字
で
示
さ
れ

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
隣
の
お
ば
さ
ん
が
い
く
ら

「
こ
の
薬
す
ご
く
効
く
わ
よ
！
」

と
熱
弁
し
て
も
、
数
字
で
証
拠
が

示
さ
れ
な
い
と
医
薬
品
に
は
認
め

ら
れ
な
い
の
で
す
。
ま
た
、
安
全

性
も
重
要
で
す
。
副
作
用
の
絶
対

に
出
な
い
安
全
な
薬
と
い
う
の
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
命
に
関
わ
る
重

大
な
副
作
用
の
起
き
る
確
率
が
低

い
こ
と
を
証
明
し
な
く
て
は
、
医

薬
品
と
し
て
販
売
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
す
。

一
方
、
健
康
食
品
と
言
わ
れ
る

も
の
に
は
、
医
学
的
な
効
能
に
お

い
て
医
薬
品
の
よ
う
な
厳
密
な
基

準
が
求
め
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

基
準
が
な
い
た
め
、
絶
対
に
効
く

と
も
効
か
な
い
と
も
言
え
ま
せ

ん
。で
す
か
ら
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効
き
ま
す
か
？
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と
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れ
て
も
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わ
か
ら
な
い
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と
い
う
答
え
に
な
る
の
で
す
。
健

康
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品
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で
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利
益
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得
る
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目
的
に
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を
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る
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に
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す
。
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ら
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る
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で

頼
り
た
く
な
る
気
持
ち
は
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く
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か
る
の
で
す
が
、
高
額
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品
も

あ
る
の
で
、
よ
く
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え
て
か
ら
購

入
す
る
よ
う
に
し
ま
し
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う
。

Dr.

健
康
コ
ラ
ム

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
ご
存
知
で
す
か
？

医薬品の分類

問
合
せ

保
険
課（
内
線
３
７
２
）

０
２
９
―
２
８
８
―
３
１
１
１

一般用医薬品
薬局・薬店で販売

医薬品

医療用医薬品
医療機関で処方

新　薬
特許で製造・販売

を独占

ジェネリック医薬品
特許期間満了後販売
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●住民登録は氏名、生年月日、性別、住所、世帯主との続柄などが記録され、国民健
康保険、国民年金、児童手当など各種行政サービスの基礎となっています。

●町の行政サービスを確実に受けられるようにするために、引っ越しなどにより住所
を移した方は、速やかに住民登録の届け出を行ってください。

●また、現住所で住民登録をしていない方や登録が抹消されたままの方は、正しい住
民登録が必要となります。

家庭内暴力（ＤＶ）の被害者の方を保護するため、住民基本台帳の閲覧等を制限することがで
きます。

◎ＤＶ被害者の方については、警察署等に相談を行った上で、町に対して支援措置の実施を
申し出ることにより、加害者である配偶者等による住民基本台帳の一部の写しの閲覧や住
民票の写しの交付等について、制限を設けることとしています。

◎転出先で住民登録を行ったとしても、市区町村に支援措置の実施を申し出ることにより、
転出先の住所等が加害者である配偶者等に明らかになることはありません。

◎支援措置を受けるための手続の流れは、以下のようになります。詳しくは、笠間警察署ま
たは町民課までお問い合わせください。

【問合せ】 町民課　　　 029－288－3111（内線110）
笠間警察署　 0296－73－0110

住民登録は正しく行われていますか？

家庭内暴力（ＤＶ）等が原因で正しい住民登録ができないままになっている方へ

【支援措置を受けるための手続の流れ】

住民登録は正しく行われていますか？

ＤＶ被害者

ＤＶ被害者から警察署等に対し、
・ＤＶ被害の相談
・支援措置申出書の提出
警察署等において
・申出書に警察署等の意見を附して
被害者に交付

警察署等

ＤＶ被害者から市区町村に対し、
・警察署等の意見を附した申出書に
より、支援措置の申出

■町において
必要に応じて警察署等に確認した上
で
・ＤＶ被害者に対して支援開始の連絡
・関係市区町村への申出書転送

町
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城里町及び町教育委員会の
非常勤特別職員、嘱託職員、臨時職員を募集します

募集期間 １月13日（火）～23日（金） 午前９時から午後５時30分（土日を除く・郵送の場合は当日消印有効）
雇用期間 平成21年４月１日～平成22年３月31日
応募資格 次の①～③の欠格事項に該当しない方、臨時職員については④にも該当しない方

①成年被後見人または被保佐人
②禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの方
③日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結
成しまたはこれに加入した方

④臨時職員については、町の臨時職員に１年間採用されたのち退職後３か月を経過していない方（た
だし、採用後連続して６か月経過していない方は応募できます）

申込方法 市販の履歴書に記入・写真貼付の上、各申込先へ直接持参または郵送にてお申し込みください。
そ の 他 採用は口述試験による選考により決定します。申し込まれた方に、後日試験日程をお知らせします。

城里町が募集する臨時職員の職種及び採用予定人数等
◆臨時職員

申込先・問合せ 健康福祉課（〒311－4303 城里町石塚1428－1） 029－240－6550（直通）

町教育委員会が募集する非常勤特別職員等の職種及び採用予定人数等
◆非常勤特別職員

◆嘱託職員

◆臨時職員

※勤務内容の詳細につきましては、各勤務場所に問い合わせてください。

申込先・問合せ 教育委員会事務局（〒311－4304 城里町下青山1－1） 029－288－7010

職　　種 勤務場所と人数 勤務時間等 賃　金　等 備　　考
子育て支援業務

かつら保育所
週4日（月曜から金

資格あり→日額7,000円
保育士免許を

（子育て支援センター
（２人）

曜の午前８時30分
資格なし→日額6,000円

有する方を優先
なかよしクラブ） ～午後５時30分） シフト制ありあ

職　　種 勤務場所と人数 勤務時間等 賃　金　等 備　　　　考

社会教育指導員 七会公民館 （１人） 週３日 月額90,000円 各種講座の計画業務等
（土・日を含む） パソコン入力できる方

地区公民館長 圷地区公民館 （１人） 週３日 月額100,000円 各種講座の計画業務等
（土・日を含む） パソコン入力できる方

学校給食センター 常北学校給食センター（２人）
調理補助員 桂学校給食センター （１人）

週５日 日額6,000円 学校給食調理業務

学校給食センター 常北学校給食センター（３人） 週５日 学校給食調理業務

調理補助員 桂学校給食センター （２人） 週５日 自給750円 常北学校給食センター
七会学校給食センター（１人） 週３日 のみシフト制あり

学校給食配膳 常北幼稚園 （２人） 給食配膳業務

パート 各小学校 （13人） １日３時間 時給700円 石塚小、常北中、桂中
各中学校 （５人） はシフト制あり
常北公民館 （２人） 月曜を除く毎日

日直代行員 桂公民館 （２人） 午後５時30分 時給700円 シフト制あり
コミュニティセンター城里（２人） ～午後10時

臨時清掃用務員 常北公民館 （１人） １日４時間 時給750円 清掃業務
週３日 （屋外トイレほか）
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「広報しろさと」
（平成21年4月号～22年3月号）に
掲載する広告を募集します！

規　　格 半枠：縦45㎜×横85㎜
全枠：縦45㎜×横173㎜

色 町が指定する２色
料　　金 半枠10,000円　全枠20,000円（月額）
募集枠数 半枠で４枠／月
申込受付期間 １月５日（月）～ 30日（金）
申込方法 指定の申込書に必要事項を記入し、原

稿を添えてお申し込みください
問 合 せ 総務課　 029－288－3111（内線211）

※町公式ホームページに掲載するバナー広告も募
集しています（月額15,000円）

水道検針員募集！

勤務内容 水道メーターの検針業務（毎月25日～
翌月５日頃に500～700件の検針を行う）

募集人員 ２人（常北地区１人・七会地区１人）
応募資格 65歳以下（平成21年４月１日現在）で
町内に在住し、健康状態が良好な方。

雇用期間 平成21年４月から
賃　　金 量水器１個の検針につき80円
（概ね月50,000円前後。翌月支払いとなります。）
応募方法 市販の履歴書に必要事項を記入し３ヶ
月以内に撮影した写真を貼り付け、下記申込先
まで郵送または直接持参してください。

応募締切 １月30日（金） 午後５時（必着）
選　　考 面接により決定（日程は後日連絡します）
申込先・問合せ 水道課　 029－288－3114
（〒311－4303 城里町大字石塚2065－7 分庁舎内）

※「町長の一言」は２月号まで休載します。
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1月の新着図書から

▼アイスクリン強し／畠中
恵／講談社▼ガリレオの苦
悩／東野圭吾／文芸春秋▼
素行調査官／笹本稜平／光
文社▼徹子さんの美になる
言葉／黒柳徹子／講談社▼
太郎が恋をする頃までには
…／栗原美和子／幻冬舎▼
達者でポックリ。／帯津良
一／東洋経済新報社▼寂聴
と読む源氏物語／瀬戸内寂
聴／講談社▼合衆国再生／
バラク・オバマ／楓書店▼
水戸・つくば・土浦上等な
ランチ／ジェイアクト／メ
イツ出版▼日本の歴代権力
者／小谷野敦／幻冬舎▼オ
ーディオ・ビギナーズ・ク
ラブＤＸ／音楽之友社▼ア
イヌ神謡集／知里幸恵／岩
波書店▼江戸の備忘録／磯
田道史／朝日新聞出版▼お
ばあちゃんにやさしいデマ
ンド交通システム／奥山修
司／NTT出版▼サーベイ東
京くちこみグルメ／昭文社
▼おひとりさまの「法
律」／中沢まゆみ／法研▼
昭和と走ったモノコックバ
ス／講談社▼世界金融危
機／金子勝／岩波書店▼知
識ゼロからの日本神話入
門／武光誠／幻冬舎▼トヨ
タiQのすべて／三栄書房▼
畑と野菜のしくみ／家庭菜
園検定委員会／家の光協会
▼知らなきゃ損する新農家
の税金／鈴木武／農山漁村
文化協会▼わたしと小鳥と
すずと／金子みすゞ／金の
星社

カレンダー 1・2月
日 月 火 水 木 金 土

1/1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

2/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

復本一郎
成美堂出版

鎌田実
集英社

神野善治
岩崎書店

宮藤官九郎
文芸春秋

俺
だ
っ
て
子
供
だ
！

い
い
か
げ
ん
が
い
い

「
や
っ
ぱ
子
供
っ
て
め
ん
ど
く
せ

え
！
」
か
ら
「
や
ば
い
、
今
、
可
愛
さ

の
ピ
ー
ク
！
」
へ
。
生
ま
れ
た
て
な
の

に
態
度
が
部
長
ク
ラ
ス
の
娘
「
か
ん
ぱ
」

の
誕
生
か
ら
３
歳
ま
で
、
そ
の
成
長
を

余
す
と
こ
な
く
観
察
し
た
、
私
生
活
丸

出
し
の
爆
笑
子
育
て
苦
行
。

難
し
く
考
え
な
い
こ
と
が
幸
福
へ

の
近
道
だ
。
大
切
な
こ
と
は
「
い
い

か
げ
ん
」
の
中
に
隠
れ
て
い
る
。
不

自
由
な
体
で
も
旅
に
挑
戦
す
る
人
、

70
代
で
車
椅
子
の
女
性
を
妻
に
迎
え

る
人
…
。
素
晴
ら
し
い
人
た
ち
と
の

出
会
い
を
綴
る
41
編
。

松本幸四郎
文芸春秋

小林克巳
幻冬舎ルネッサンス

信
長
と
久
秀
、
悪
名
の
誉
れ

父
と
娘
の
往
復
書
簡

将
軍
を
暗
殺
し
、
主
君
を
殺
し
、

東
大
寺
大
仏
殿
を
焼
失
さ
せ
た
大
悪

人
。覇
者
・
信
長
の
軍
門
に
下
る
も
、

飽
く
な
き
野
望
を
そ
の
胸
に
秘
め
続

け
て
い
た
…
。
信
長
を
嫉
妬
さ
せ
た

男
、
松
永
久
秀
の
栄
光
と
挫
折
を
描

く
長
編
戦
国
ロ
マ
ン
。

幼
い
日
の
思
い
出
、
舞
台
に
か
け

る
互
い
の
情
熱
、
そ
し
て
娘
の
結
婚

―
。
梨
園
の
親
子
が
交
わ
す
、
心
洗

わ
れ
る
清
冽
で
真
摯
な
24
通
の
手

紙
。
嫁
ぐ
日
の
父
と
娘
が
、
こ
こ
に

い
る
。『
オ
ー
ル
讀
物
』
連
載
を
単

行
本
化
。

日
本
の
く
ら
し
の
知
恵
事
典

昔
の
人
び
と
が
つ
く
り
あ
げ
て
、

歴
史
の
中
で
代
々
伝
え
て
き
た
知
恵

を
、「
食
べ
物
」「
着
る
物
」「
建
物
」

な
ど
、
衣
食
住
を
中
心
に
５
つ
に
分

類
し
紹
介
す
る
。
マ
メ
ち
し
き
や
参

考
資
料
、
コ
ラ
ム
な
ど
も
掲
載
。

俳
句
の
鳥
・
虫
図
鑑

山
野
や
水
辺
、
身
近
で
見
ら
れ
る
野

生
の
鳥
と
虫
を
取
り
上
げ
、
２
３
５
項

目
の
季
語
と
し
て
季
節
順
に
紹
介
。
見

出
し
季
語
の
ほ
か
、
別
称
や
古
称
、
和

名
も
紹
介
。
観
察
・
作
句
す
る
と
き
の

ポ
イ
ン
ト
も
解
説
。
そ
の
鳥
・
虫
の
季

語
の
入
っ
た
俳
句
を
数
多
く
収
録
。

火～金　10:00～18:00
土・日　10:00～17:00
■休館日
○おはなし会 11:00から

蔵
書
点
検
に
よ
る
特
別
休
館

２
月
16
日

か
ら
23
日

は
、

蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

期
間
中
の
資
料
の
返
却
は
図
書
館

入
口
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
Ａ
Ｖ
資
料
（
ビ
デ

オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
）
は
壊
れ
や

す
い
の
で
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
は

返
却
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
ゆ
玉
を
飾
り
ま
す

ま
ゆ
玉
は
、
ナ
ラ
な
ど
の
木
の

枝
に
餅
を
つ
け
て
各
家
の
台
所
な

ど
に
飾
り
、
そ
の
年
の
養
蚕
の
豊

か
な
こ
と
を
祈
願
し
た
小
正
月
の

年
中
行
事
で
す
。
昭
和
三
十
年
代

を
境
に
み
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
古
内
小
学
校
で
は
地
域
の
方

の
協
力
の
下
、
ま
ゆ
玉
作
り
を
10

年
以
上
続
け
て
い
ま
す
。

郷
土
資
料
館
で
は
、
今
年
も
古

内
小
の
ま
ゆ
玉
を
玄
関
ホ
ー
ル
に

飾
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。
期
間
は
１
月
中
旬
〜
下
旬

ま
で
。

昨年の展示の様子



1月生
人10

16広報しろさと 2009年1月

町の人口12月1日現在

人　数 前月比

人口 22,268人 －31

男 10,886人 －18

女 11,402人 －13

世帯 7,379世帯 ＋ 7

今月の納税
町 ・ 県 民 税（4期）

国民健康保険税（8期）

後期高齢者医療保険料（7期）

納期限：2月2日
納税には、簡単で便利な口
座振替をご利用ください

１月９日生まれ

いつもニコニコ冬弥くん。
たくさん食べて元気にスク
スク大きくなぁ～れ。

塩
野
　
冬
弥

と
う
や

く
ん
（
石
塚
）

父
・
佑
さ
ん
　
母
・
あ
ゆ
み
さ
ん

１月10日生まれ

いつも私達を笑顔にしてく
れる柊ちゃん。元気で優し
いこになってね！

沼
里
　
柊

し
ゅ
う

く
ん
（
高
根
台
）

父
・
章
弘
さ
ん
　
母
・
由
紀
恵
さ
ん

１月15日生まれ

おてんばミクちゃん。お兄ちゃ
ん、お姉ちゃんたちに可愛がら
れながらやさしい子に育ってね。

檜
山
　
美
心

み

く

ち
ゃ
ん
（
上
青
山
）

父
・
和
也
さ
ん
　
母
・
美
紀
さ
ん

１月５日発行

町
表
彰
式
典
・
社
会
福
祉
大
会

第
４
回
城
里
町
表
彰
式
典
・
社
会
福
祉
大
会
が
、
11
月
21
日

に
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里
で
開
催
さ
れ
、
受
賞
者
や
関
係
者
な
ど
約
２
５

０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

町
関
係
で
は
、
様
々
な
分
野
で
町
勢
の
進
展
に
寄
与
さ
れ
た
32
人
の

方
々
を
表
彰
。
続
い
て
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
関
係
で
は
、
地
域
福
祉
の

向
上
に
寄
与
さ
れ
た
77
の
個
人
・
団
体
等
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

町
関
係
の
表
彰
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◆
一
般
表
彰
（
表
彰
状
）

〈
消
防
団
長
〉

園
部
　
正
元
（
上
入
野
）

加
藤
木
　
要
（
孫
根
）

阿
久
津
　
進
（
塩
子
）

〈
統
計
調
査
員
〉

所
　
　
信
夫
（
下
青
山
）

三
村
　
保
次
（
孫
根
）

〈
民
生
委
員
児
童
委
員
〉

岸
野
　
教
譽
（
徳
蔵
）

加
藤
　
せ
き
（
上
赤
沢
）

仲
田
ま
ち
ゑ
（
塩
子
）

大
座
畑
　
勝
（
塩
子
）

小
山
　
節
子
（
石
塚
）

野
尻
　
悦
子
（
石
塚
）

中
村
　
督
子
（
石
塚
）

佐
藤
　
　
進
（
那
珂
西
）

加
藤
　
利
男
（
上
入
野
）

三
村
と
し
子
（
孫
根
）

小
林
　
亮
子
（
高
根
）

山
崎
ま
さ
子
（
上
入
野
）

仲
山
　
欣
一
（
石
塚
）

浅
野
多
嘉
夫
（
石
塚
）

佐
藤
　
光
照
（
粟
）

〈
人
権
擁
護
委
員
〉

加
藤
　
盛
一
（
高
根
）

〈
寄
　
附
〉

川
原
　
　
清
（
埼
玉
県
）

◆
一
般
表
彰
（
感
謝
状
）

〈
統
計
調
査
員
〉

廣
木
　
　
榮
（
御
前
山
）

大
座
畑
順
一
（
塩
子
）

大
塚
　
　
清
（
上
古
内
）

冨
山
　
文
夫
（
粟
）

近
澤
　
　
盛
（
下
赤
沢
）

高
岡
　
昭
司
（
阿
波
山
）

岩
下
　
敏
博
（
徳
蔵
）

〈
民
生
委
員
児
童
委
員
〉

和
田
寿
美
雄
（
阿
波
山
）

（
故
）
富
田
幸
江
（
真
端
）

〈
寄
　
附
〉

杉
山
　
勝
見
（
上
入
野
）

１月20日生まれ

ニコニコ明日香ちゃん、
パパとママの宝物が増えま
した。

寺
門
　
明
日
香

あ

す

か

ち
ゃ
ん(

那
珂
西
）

父
・
健
夫
さ
ん
　
母
・
恵
さ
ん

１月29日生まれ

結衣お姉ちゃんと仲良く健
やかに育ってね

杉
山
　
翔
太

し
ょ
う
た

く
ん
（
那
珂
西
）

父
・
和
夫
さ
ん
　
母
・
洋
子
さ
ん


